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火星で「見る」ことについて地球で考える

Suggestions from the Earth about what we see on Mars
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地質学的見地から，火星着陸機による地表探査において，光学・分光学的観測で得られる情報を予想し，必要な観測ス
ペックについて議論する。また，「見る」調査において望ましい着陸地点とその科学的意義についても述べる予定である。


